
　（様式２（１）） 事業所名　　グループホームつくし網干

目標達成計画 作成日：　平成 ３０ 年 １ 月 ２２ 日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1 1

理念を職員、家族、関係者にはっきりわかるよ
うに各ユニットやパンフレットに掲示出来ていな
い。　　入職時以外でも理念の意義を職員と確
認する機会をもってほしい。

理念の共有を図り、常に意識しながらケアを
行っていく。

半年、一年ごとに職員会議にて理念の再確認
をしていきます。各ユニットにもわかるように掲
示していきパンフレットにも明確に掲示していき
ます。 ６ヶ月

2 9

運営に関して家族が運営に関する意見や要望
を発言しやすいきっかけづくりをしてほしい。
そのための環境作りとして事業所が発起人とな
り家族会の立ち上げを行ってほしい。

意見や要望を発言しやすいきっかけづくりを
行うために家族会を結成していく。

事業所内行事に積極的に参加して頂けるよう
に案内を行い、家族間の横のつながりを密にし
ながら家族会を結成していく。 １２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


